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１ はじめに 

秦野市では、まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）第

１０条の規定に基づき、国の人口ビジョン及び総合戦略を勘案し、秦野市人

口ビジョンで示した将来展望や目指すべき方向性の実現に向け、重点的に取

り組むプロジェクトをまとめ、秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以

下「第１期市総合戦略」という。）を策定した。 

第１期市総合戦略は、秦野市総合計画後期基本計画において骨格を成すリ

ーディングプロジェクトで構成されており、４項目のプロジェクト（基本目

標）を掲げ、それぞれに「実現すべき成果に係る数値目標（ＫＧＩ）」が設定

されている。 

また、基本目標を達成するために講ずべき施策の基本的方向を示した上、

７７項目の具体的施策を位置付け、各施策の効果を客観的に検証できるよう

にするため、重要業績評価指標（ＫＰＩ）が設定されている。 

今般、国からの要請に基づき、総合戦略に係る内部における進行管理の妥

当性及び客観性を担保するため、平成２８年度（2016 年度）の進行管理から

外部評価を取り入れた。 

令和２年度は第１期市総合戦略計画期間の最終年度に当たることから、本

年度、秦野市行財政調査会では、これまで２回にわたり第１期市総合戦略の

４項目のプロジェクト（基本目標）を中心に、５年間の計画期間全体を通し

た達成状況の妥当性に係る評価を行うとともに、現状の課題や今後の取り組

みなどについて協議を行ってきた。 

本報告書は、その結果を取りまとめたものである。 

今後も効果的な施策を展開することにより、住み続けたい・住んでみた

い魅力あふれるまちとなるよう、本報告書の評価を踏まえ、一層の成果達

成を期待するとともに、今後の人口減少、少子・超高齢社会に向け、「行財

政経営」の概念をさらに強化し、市政運営に当たられたい。  
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２ 総合戦略について                                            

(1) 総合戦略の構成 

ア プロジェクト（基本目標） 

国総合戦略が定める政策分野を勘案して、市総合戦略における政策分

野を定め、令和２年度（2020 年度）の基本目標（実現すべき成果に係

る数値目標Ｋ Ｇ Ｉ ※ ）が設定されている。 

イ 講ずべき施策に関する基本的方向 

基本目標を達成するために講ずべき施策の基本的方向が示されている。 

ウ 具体的な施策と客観的な指標 

基本的方向に沿って、具体的な施策を記載されるとともに、各施策の

効果を客観的に検証できるようにするため、重要業績評価指標（ Ｋ Ｐ Ｉ ※ ）

が設定されている。 

 

(2) 目標の設定と効果検証 

基本目標及び施策ごとにそれぞれ目標が設けられ、評価・検証し、必要

に応じて取組内容を見直すＰＤＣＡサイクルを重視して、その実効性を高

めることとされている。 

 

 
目標の設定内容 

効果検証 

時期 

効果検証の 

方法 

基本 

目標 

実現すべき成果に係る数値目標 

（KGI） 

計画期間 

終了後 

有識者等による外部評

価を経て、必要に応じ

て、戦略の見直しを行

う。 施策 
重要業績評価指標（KPI） 

検証による見直しもあり得る。 
毎年 

※実現すべき成果に係る数値目標（KGI）…Key Goal Indicator の略称。目標を達成するため

の指標。 

※重要業績評価指標（KPI）…Key Performance Indicator の略称。施策ごとの進捗状況を検

証するために設定する指標。 
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３ 評価の方法について                                        

令和２年度の外部評価では、４つの基本目標におけるＫＧＩについて、市

による達成状況の総括が妥当であるか否かの評価を行った。 

さらに、総括的な意見についても取りまとめ、総括評価とした。 
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４ 基本目標に対する評価
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基本目標１ 豊かな自然・良好な住環境づくりプロジェクト 

目的＞＞ 恵み豊かな自然を守り、育てながら、「秦野らしさ」が息づく快適な都市

空間を創出し、「行ってみたい、暮らしてみたい」と思われるような魅力に

満ちたまちづくりに取り組みます。 

 

実現すべき成果に係る数値目標（ＫＧＩ）の達成状況 

 

ＫＧＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

年間転出超過者数 379人 0人 40人 89.4％ 

定住意向 

（住み続けたい、どちらかと

言えば住み続けたいと考え

ている市民の割合） 

91.4％ 95％ 
88.8％ 

(H30(2018)) 
93.5％ 

 

 

数値目標と令和２年度までの実績値 

年間転出超過者数 

 

 

 

 

 

 

 

定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況等 

○ 年間転出超過者数は、令和元年に８年ぶりに転入超過となりました。 

○ 同年中における異動人口を年齢別にみると、５歳～１４歳の人口は転入増となってお

り、３０歳～４０歳代の転出超過者数が減少傾向にあることと合わせて、子育て世帯から

転入先として選ばれている傾向がみてとれます。 

○ 定住意向は、「住み続けたい、どちらかと言えば住み続けたい」と考えている市民の年

齢別構成をみると、平成２６年調査では２０歳代以下が８％であったのに対し、平成３０

年調査では１１％と若干の増加がみられます。反対に、３０歳代は、１４．２％から９．

５％に減少しています。 
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市による総括 

ＫＧＩ「年間転出超過者数」については、平成２８年から減少傾向にあり、令和元年には

８年ぶりに転入超過に転じたものの、令和２年は４０人の転出超過となり、目標値には達し

ていない状況です。その一方で、５歳～１４歳の人口では転入超過が続いています。 

また、ＫＧＩ「定住意向」については、現状値から若干の減少となり、目標値には達して

いない状況ですが、「住み続けたい、どちらかと言えば住み続けたい」と考えている市民の

うち、２０歳代以下で増加がみられるなど変化が表れています。 

具体的な施策では、水源の森林づくり事業の推進、カルチャーパークの適正な維持管理、

秦野駅南部土地区画整理事業の推進等に努めてきましたが、ＫＧＩの達成につながってい

ない状況です。 

これらのことから、「基本目標１ 豊かな自然・良好な住環境づくりプロジェクト」は、

「概ね順調に進んだが、施策の効果が十分に発現しておらず、課題解決に向けたさらなる取

組の強化が必要」であると評価し、特に異動人口の傾向を踏まえて、子育て世帯に選ばれて

いる現在の流れをより一層強化できる施策が必要だと考えております。 

第２期市総合戦略では、新たに「移住・定住活性化プロジェクト」を設定し、関係人口の

創出・拡大や、総合的な住宅施策の検討等に取り組み、移住・定住人口の増加を図ってまい

ります。 

 

 

 

  

外部評価 

○ 転出超過者数が改善傾向にあるのは、施策の十分な効果が出たものと認められます。子

育て世代における転入増加の兆しがみられることは、秦野市の子育て環境が認知されてき

た成果であり、前向きに捉えることができます。一方で、２０歳代、３０歳代が転出超過

の傾向にあることについては、様々な観点からの分析評価が望まれます。 

○ ２０歳代の異動人口については、地元大学の下宿生だけを見ても何千人単位での影響

があると思われるので、大学と連携しデータの精査をする必要があります。 

○ 定住意向については、転出超過者数と相反するような動きを示していることから、市民

意識調査と市民ＷＥＢアンケートによる調査を併用するなど、より多角的な分析評価が必

要です。 

○ 新型感染症の影響を契機として、住まいを選ぶ個人の価値基準に変化が生じている中

で、秦野市の持つ自然文化といった特色はより強みとなることが期待されます。移住・定

住に向けた取組については、これを好機と捉え、より積極的かつ効果的な取組を進めてい

く必要があります。また、単に秦野市のみの人口の増減に着目するだけでなく、近隣の市

町村含めた広域での取組にも目を向けて、効果的な取組につなげていく必要があります。 

○ 今後の人口増に向けた取組については、結婚や子育て等のライフステージの変化に伴

う人の移動にも目を向けるなどして、複数の政策による相乗効果を期待します。 



 

-8- 

＜参考＞基本目標１に関連するＫＰＩについて                          

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況 

１ 「はだの一世紀の森林づくり構想」の推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

生き物の里での活動回

数 
50回 60回 50回 83.3％ 

水源の森林エリアにお

ける森林整備（奥山を

除く）面積 

42ha 50ha 58.9ha 117.7％ 

植樹際、下草刈、県民

参加の森林づくり事業

など森林整備事業への

市民参加数 

900人 1,050人 68人 6.5％ 

 

２ 「水無川「風の道」構想」の推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

カルチャーパーク有

料施設等来場者数（年

間） 

96万人 101万人 44.1万人 43.7％ 

市道6号線の新規右折

レーン設置数 
- 1か所 H28年度完了 ― 

市道6号線における歩

道(幅員5ｍ以上)の整

備延長 

220m 395ｍ 363ｍ 91.9％ 

 

３ まちのコンパクト化と交通ネットワーク形成の推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

秦野駅南口、鶴巻温泉

駅南口周辺における

都市基盤の整備面積 

0.37ha 4.51ha 3.73ha 75.8％ 

商連に加盟している

店舗数（年間） 
745店 745店 633店 85.0％ 
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実現すべき成果に係る数値目標（ＫＧＩ）の達成状況 

 

ＫＧＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

H30(2019) 
実績値 

達成率 

合計特殊出生率 1.25 1.42 1.12 78.9％ 

 

 

数値目標と令和２年度までの実績値 

合計特殊出生率 

 

 

 

 

 

進捗状況等 

○ 令和２年の数値目標１．４２に対し、平成３０年実績値は１．１２でした。 

○ 平成２６年から平成２７年及び平成２８年から平成２９年にかけては増加しました

が、平成３０年には再び減少しています。 

○ 平成３０年は、国及び神奈川県においても、平成２９年の実績値を下回っていますが、

本市ではさらに下回っています。（国1.43→1.42 県1.34→1.33 市1.21→1.12） 

○ 低下の要因としては、様々な要因が絡み合っており調査・分析が困難であるものの、 

２０歳～３０歳代の女性人口の減少（21,019人（1980年）→17,198人（2015年））、全国

平均を上回る未婚率の高さ（秦野市30.0％ 国27.3％（平成27年））、晩産化の傾向にあ

る（30歳代後半の出生数 151（H17）→201（H29））こと等が背景にあるものと捉えてい

ます。 

 

 

 

 

基本目標２ 未来につなぐ出産・子育てプロジェクト 

目的＞＞ 妊娠、出産から育児までの切れ目ない支援を行うとともに、地域資源を生

かした子育て・教育環境づくりや地域、社会全体で子育てを支援する仕組み

づくりを進め、子どもたちの未来の創造に取り組みます。 



 

-11- 

市による総括 

ＫＧＩ「合計特殊出生率」については、年により増減がありますが、平成３０年に減少に

転じ、目標値には達していない状況です。 

具体的な施策では、保健体制の充実、子育て支援の充実等を進めたほか、国のＧＩＧＡス

クール構想により教育環境の充実等、大幅に前倒しされた施策もあり、各施策の平均達成率

は１００％前後となっているものの、ＫＧＩに成果として表れていません。 

これらのことから、「基本目標２ 未来につなぐ出産・子育てプロジェクト」は、「短期

的には施策の効果が発現しておらず、長期的な視点で、さらなる取組の強化が必要」である

と評価し、多様な施策の連携により出産・子育て環境を整えていく必要があると考えており

ます。 

第２期市総合戦略では、「未来を拓く子育て・教育プロジェクト」を設定し、引き続き、

妊娠・出産の保健体制の充実や、児童生徒の学力向上に取り組むとともに、新たに若い世代

への結婚支援にも取り組み、未婚率や晩婚化傾向の改善に努めてまいります。 

 

 

外部評価 

○ 合計特殊出生率の低下の要因については、生活、就労、出産環境等、多様な要素が絡ん

でいると思われますので、様々な要因を踏まえたうえでの取組を進めていくことが必要で

す。また、合計特殊出生率だけではなく出生数等の推移についても目を向け、より適時性

のある分析評価も望まれます。 

○ 合計特殊出生率における全国的な課題と、周産期医療体制の充実等の秦野市特有の課

題に対しては、それぞれの要因分析を行ったうえで、効果的な取組を進めていく必要があ

ります。 

○ 今後の取組に当たっては、合計特殊出生率だけではなく、子育て世帯の転入数や満足度

等についても留意するとともに、出産・子育て環境の充実にもより重点を置くことが求め

られます。また、教育におけるＩＣＴ活用については、国のＧＩＧＡスクール構想等の動

向も踏まえながら、その効果と新たに生じる課題の双方を見極めながら取組を進めていく

必要があります。 

○ 若い世代の結婚・出産・子育てについては、コロナ禍における就労や生活環境等の変化

を踏まえ、若い世代の希望を叶えることができる取組を検討していくことが必要です。 
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＜参考＞基本目標２に関連するＫＰＩについて                          

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況 

１ 産み育てる環境づくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

出産前後の子育て教

室に参加する家族の

人数 

349人 350人 253人 72.3％ 

ゆったりとした気分

で子どもと過ごせる

時間がある母親の割

合 

（1歳6か月児健康診査時

調査） 

84.6％ 88.0％ 86.8％ 98.6％ 

妊産婦新生児家庭訪

問の実施割合 
94.0％ 96.0％ 96.0％ 100.0% 

 

２ 学び育つ教育環境づくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

学校支援ボランティ

アの協力者数（年間） 
2,122人 2,350人 352人 15.0％ 

タブレット型パソコ

ンの導入台数 
3台 1,058台 13,519台 1277.8％ 

授業でICTを活用でき

る教職員の割合 
54.9％ 70.0％ 79.1％ 113.0％ 

児童・生徒の授業がわ

かると回答した割合 

（全国学力・学習状況調

査） 

74.0％ 75.0％ 実績なし 実績なし 

 

３ 子育て応援社会づくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

定員超過により認可

保育所等に入所でき

ない児童の数 

（4月1日時点） 

8人 8人 7人 112.5％ 

認定こども園の設置

数 
4園 9園 9園 100.0％ 
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基本目標３ 安全・安心で人との絆を大切にするまちづくり 
プロジェクト 

目的＞＞ 全ての市民が生きがいを持って、安全で安心して暮らすことができる、人

と人との絆を大切にするまちづくりに取り組みます。 

 
 

実現すべき成果に係る数値目標（ＫＧＩ）の達成状況 

 

ＫＧＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

秦野警察署管内刑法 

犯認知件数（年間） 
1,211件 810件 483件 181.5％ 

要介護等認定率 13.8％ 15.8％ 14.2％ 80.0％ 

 

 

数値目標と令和２年度までの実績値 

秦野警察署管内刑法犯認知件数（年間） 

 

 

要介護認定率 

 

 

 

 

進捗状況等 

○ 刑法犯認知件数は、平成２９年から減少傾向が続き、令和２年では目標値を下回る  

４８３件となっています。 

○ 県全体でも同様に減少傾向となっていますが、本市の人口１万人当たりの刑法犯発生

件数は３９件（令和元年）となっており、県全体（45件）の水準より低くなっています。 

○ 要介護認定率は、老年人口の増加に伴って増加傾向であるものの、抑制が図られ、令和

２年では目標値を下回る１４．２％となっており、県全体（17.6%）の水準よりも低くなっ

ています。 
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市による総括 

ＫＧＩ「秦野警察署管内刑法犯認知件数（年間）」については、警察、市民及び防犯関係

団体との連携・協働による防犯活動により、平成２９年から減少傾向が続き、令和２年では

目標値を大幅に下回る件数となっています。 

ＫＧＩ「要介護認定率」については、増加傾向ではあるものの、健康づくり運動の推進、

スポーツ・レクレーション人口の拡大等により、抑制が図られ、令和２年には目標値を下回

る認定率となっています。 

これらのことから、「基本目標３ 安全・安心で人との絆を大切にするまちづくりプロジ

ェクト」は、安全・安心な暮らしの推進、健康寿命の延伸につながった成果が表れており、

「順調に進んだ」と評価します。 

第２期市総合戦略では、さらなる健康寿命の延伸や、安全・安心なまちづくりに取り組む

べく、「健康で安心して暮らせるプロジェクト」を推進してまいります。 

 

 

外部評価 

○ 秦野警察署管内刑法犯認知件数の減少及び、要介護認定率の推移については、市の施策

による効果があったものと認められます。ただし、ＫＧＩの進捗状況とＫＰＩに設定され

た施策とのつながりに曖昧な部分が見受けられることから、因果関係をより精査すること

で、より実効性のある施策体系としていくことが望まれます。 

○ ＫＧＩがいずれも行政側で、認知・認定される指標となっていることから、より市民側

の視点に立った評価指標の検討が望まれます。 

○ 健康寿命の延伸に向けた指標としては、要介護認定率に加えて、より直接的な指標の採

用についても検討が必要です。 

○ 今後の安全・安心に関する取組に当たっては、災害に強いまちとして、災害対策の取組

についてもＫＧＩやＫＰＩの対象に含めること、また、地域コミュニティや地域課題の解

決への高齢者の参加など、孤独の解消や生きがいを感じることのできる取組を進めていく

ことが望まれます。 
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＜参考＞基本目標３に関連するＫＰＩについて                          

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況 

１ 災害・犯罪に強いまちづくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

消費者教室や講座な

どが受講できる件数

（年間） 

27件 45件 2件 4.4％ 

防災講演会等の参加

者数 
4,871人 5,850人 1,347人 23.0％ 

空家等対策計画の策

定 
－ 計画策定 H28年度完了 ― 

木造住宅の耐震相談

会の開催回数（年間） 
12回 12回 9回 75.0％ 

特定空家等の認定件

数 
0件 3件 0件 100.0％ 

 

２ 生きがいを持って安心して暮らせるまちづくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

地域のバランスに配

慮した子育て支援セ

ンター「ぽけっと２

１」の数 

5箇所 8箇所 8箇所 100.0％ 

要援護実施者で市内

外のグループホーム

の入居者 

133人 160人 200人 127.5％ 

高齢者の見守りと状

況を把握する「在宅ひ

とり暮らし高齢者等

登録」の推進 

（登録世帯数） 

5,039人 6,154世帯 5,861世帯 95.2％ 

「週1回30分以上スポ

ーツ・レクリエーショ

ン活動する市民」の割

合 

34.1％ 50.0％ 42.6％ 85.2％ 

提案型協働事業の事

業評価（達成割合） 
87.0％ 90.0％ 80.0％ 88.8％ 
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基本目標４ にぎわいと交流を創出する地域経済活性化 
プロジェクト 

目的＞＞ 新東名高速道路の供用開始などの本市発展の契機を生かすとともに、2020

年東京オリンピック・パラリンピック競技大会をきっかけとした新たな「人

の流れ」を捉えながら、まちのにぎわいの創出を図るなど、地域経済を活性

化するプロジェクトに取り組みます。 

 
 

実現すべき成果に係る数値目標（ＫＧＩ）の達成状況 

 

ＫＧＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

年間観光客数 206万人 235万人 
188万人 

（338万人※） 
80.0％ 

観光客の年間消費

額 
9億2,711万円 10億4,407万円 

6億8,200万円 

（42億4532万円※） 
65.3％ 

※平成３０年からの新たな対象施設を加えた実績値 

 

数値目標と令和２年度までの実績値 

年間観光客数 

 

 

観光客の年間消費額 

 

 

 

進捗状況等 

○ 年間観光客数は、令和元年までは増加傾向であったものの、令和２年では減少に転じて

います。 

○ 令和元年と比較した令和２年の観光客数減少率は、△３２．５％と大きな減少となって

いますが、県全体（△47.0％）と比較すると減少率は低く、特に表丹沢エリアの観光客数

は、△６．２％と一定の観光客数を維持しています。 

○ 観光客の年間消費額は、減少傾向が続き、令和２年では６億８，２００万円と目標値を

下回る金額となっています。 

○ １人当たり消費額では、令和元年が３３３円、令和２年が３６３円と若干増加している

ものの、低い状況が続いています。 
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市による総括 

ＫＧＩ「年間観光客数」については、平成２８年に目標値を上回り、その後増加傾向であ

ったものの、令和２年では新型感染症の影響を受け、目標値に達していない状況です。 

また、ＫＧＩ「観光客の年間消費額」については、平成２８年に目標値を上回っていまし

たが、その後減少傾向に転じ、令和２年では同じく新型感染症の影響を受け目標値に達して

いない状況です。 

具体的な施策では、表丹沢魅力づくり構想の策定や、はだのクライミングパーク、ヤビツ

峠レストハウスの整備等に取り組むとともに、新型感染症の影響により予定していた事業

の縮小や中止を余儀なくされたものの、コロナ禍に適した実施形態へ変更するなど検討を

行い、施策を進めることができました。特に、ＫＰＩ「表丹沢の魅力発信ＷＥＢサイトの閲

覧件数」では、目標値を大きく上回る達成状況となっており、密を避けながら気軽に楽しめ

る表丹沢エリアの需要の高さがみてとれます。 

しかしながら、観光客の年間消費額は減少傾向にあり、地域経済活性化への波及が課題と

なっています。 

これらのことから、「基本目標４ にぎわいと交流を創出する地域経済活性化プロジェク

ト」は、「概ね順調に進み、一定の施策成果につながったものの、より効果的な取組の強化

が必要」と評価し、秦野らしさを生かした地域資源（丹沢、名水、桜、農業、林業、温泉な

ど）の更なる磨き上げが必要であると考えています。 

第２期市総合戦略では、「新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト」を設定し、

地域特性を生かしまた企業誘致や表丹沢魅力づくり構想の推進など、新東名高速道路の開

通を捉えた産業・観光振興などの多方面から、まちのにぎわい創出や地域経済の活性化に取

り組んでまいります。 

 

外部評価 

○ 年間観光客数については、コロナ禍において秦野市の持つ地域資源の魅力が再認識さ

れた結果であり、この状況を好機と捉え、将来展望を持ったさらなる取組の推進が望ま

れます。 

○ 観光客の年間消費額については、市としての強い危機感を共有したうえで、商業者や交

通事業者等と連携するなど、底上げに向けて、根本的な仕組みづくりの検討が必要です。 

○ 観光面だけなく、ＫＰＩとしている製造品出荷額等が大きく伸びていることは特筆す

べき傾向です。 

○ にぎわい創出や地域経済活性化は、企業や商店街、農林業等、多様な分野が連携され、

発展していくものであるため、観光消費額だけでなく、より広範な視点を持って評価検

証していくことが必要です。特に、市内における就労者数増加につながる若年世代の就

労場所の確保は、課題のひとつであり、対応に向けた今後の検討が望まれます。 

○ 今後の地域経済の活性化、観光客の誘致促進に関する取組ついては、市によるリーダー

シップや魅力発信に注力していくことにより、商業者等、にぎわいづくりの担い手を育

てていくことが必要です。また、地域の女性や高齢者を含む労働資源の活用及び、その

結果としての消費拡大についても、取組を検討されることが望まれます。 
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＜参考＞基本目標４に関連するＫＰＩについて                          

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況 

１ 地域資源を生かした活力ある地域づくりの推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

市内企業への就職者

数（職業技術校卒業者

の市内企業への就職

者の人数） 

32人 80人 15人 18.8％ 

地産地消サポート協

力事業所数 
31店 47店 48店 102.1％ 

表丹沢の魅力発信Ｗ

ＥＢサイトの閲覧件

数 

47,481件 55,200件 136,503件 247.3％ 

秦野名水ロゴマーク

の使用件数（累計） 
57件 102件 111件 108.8％ 

市内学校給食におけ

る秦野産農産物の使

用割合 

28.7％ 33.0％ 28.3％ 85.8％ 

 

２ 「秦野ＳＡ（仮称）スマートＩＣを活かした周辺土地利用構想」の推進 

ＫＰＩ 
H26(2014) 
現状値 

R2(2020) 
目標値 

R2(2020) 
実績値 

達成率 

秦野サービスエリア

（仮称）周辺道路の整

備率 

－ 100％ 87％ 87.0％ 

従業員4人以上の事業

所の1年間の製造品出

荷額等（年間） 

4,402億円 4,402億円 5,785億円 131.4％ 

表丹沢野外活動セン

ター年間利用者数 
23,251人 23,000人 2,936人 12.8％ 
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５ 総括評価 
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５ 総括評価 

第１期市総合戦略に関する市による総括は妥当であると認められます。 

特に、社会減の抑制、安全・安心面での指標や観光客数、製造品出荷額等

の生活面、産業面における重要な指標が良好な水準で推移しており、一定の

成果が出ているものと評価できます。 

 

新型コロナウイルス感染症により、地域経済・生活に大きな影響が出てい

ます。市の対策においては、短期的な影響と長期的な影響を見極め、社会潮

流の変化に適応した施策を検討していく必要があります。 

一方、テレワーク等の活用が広がり、地方移住や、住まいに関する個人の

価値観や行動に変化が生じています。これらの変化を適切に捉えるとともに、

一部の変化は秦野市にとっての好機と捉え、将来展望を持った施策に取り組

んでいくことが重要です。 

 

今年度からスタートした第２期市総合戦略では、基本目標相互や総合計画

はだの２０３０プランの多様な政策との連携により、都市像「水とみどりに

育まれ誰もが輝く暮らしよい都市（まち）」の実現に向け、施策が推進される

ことを期待します。 

なお、より効果的に取組を進めていくために留意すべき事項として次のと

おり意見を付しますので、その趣旨を尊重されるよう要望します。 

１ 出産・子育て環境の整備、地域経済への波及効果等については、進捗

状況等を踏まえた取組の改善が必要であり、課題やマイナス要因等を適

切に分析評価すること。 

２ 基本目標達成に向けたロジックモデルや、的確な評価指標の検討など、

実効性のある施策体系を検討すること。 

３ 引き続きＰＤＣＡサイクルを意識した施策の推進を進めるとともに、

前期総合戦略の総括をより反映しやすいサイクルを検討すること。 

４ 現場におけるヒアリング等を活用し、コロナ禍における変化も含め、

より実態に沿った分析評価すること。 

５ ＥＢＰＭ（合理的根拠に基づく政策立案）の考え方を踏まえ、より一

層、未来志向のデータ活用に基づいた政策立案を進めること。 

 


